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【市長との地域懇談会 記録】 

 

開 催 日 時    令和元年 5月 29日（水） 

               18：00～19：00 

 

まちづくり協議会区域名  小俣まちづくり協議会 

 

会     場    小俣本町保健福祉会館 

                  

参 加 者 数    32人 

 

《質問・意見》 

学校統合後、廃校になる学校は、耐震工事も済んでおり長持ちすると思うが、駐車する

場所はたくさんあるので、例えばカルチャーセンター等として使うなど、どう使うか考え

ているか。 

伊勢市には道の駅が一つもない。青果市場の場所が空いており、利便性もある。道の駅

のような開発的なことをしないと市は衰退していく。また、焼却場の温排水を使った足湯

等人が集まりやすい施設を作って人を呼んだり、イベントを開催したりと、職員がアイデ

アを出し、何か一つでも計画していただきたい。 

《回答》【市長】 

この 10 年間で伊勢病院の建替えなど合併前から積み上がっていたことがようやく解決

してきた。今後も将来に負担を残さないようにするにはどうすべきかを考え、絶対にやら

なければならないことを進めていく。 

一つは伊勢神宮に来られている観光客をいかに広げていくかである。道の駅ではないが、

おばたのサンファーム、二見の蘇民には観光客が流れている。外宮の周りは遷宮を機会に

衰退していた参道も全部埋まり、不動産価値も微増しているが、それができたのは、神宮

の吸引力と地域の方があきらめずにまちづくりを続けてきたからである。横輪町、おはら

い町も同様であり、地域の力や魅力をいかに作っていくかが最も大事である。この地域で

あれば「かんこ踊り」は一つの財産になるかもしれない。このような地域のよいものを観

光資源につなげることを目指していきたい。計画は、皆さんと一緒に作っていくことが、

成功につながると思っているので、今後もご指導いただけると大変ありがたい。 

廃校の跡地は、これからやっていきたいと思っている。校舎は使っていかないと朽ちて

しまうので、その辺の判断をどうしていくかを考えていきたい。これも地域の意見を無視

することはできないので、みなさんと協働して進めていきたい。 

 

 

《質問・意見》 

防犯灯の補助が今年で切れると聞いているが、まだ交換していない防犯灯がたくさんあ

ることをどう考えているか。 

 



2 

《回答》【危機管理課長】 

防犯灯は平成 24 年から令和 3 年の 10 年間を交換の推進期間としている。令和 3 年度を

超えると新しい制度になり、今と同じ予算のレベルを継続していけるかわからないので、

できるだけ令和 3年度までに蛍光灯から LEDに交換していただきたい。この件については、

他に多くの問い合わせを頂いており、今後 2 年の間に再度通知する際には、わかりやすい

表現とさせていただく。 

 

 

《質問・意見》 

先日の会議で市から民生委員の推薦依頼を受けたが、自治会長がお願いに行くことは自

治会の規約にはない。この自治区は高齢化が進んでおり、役員のなり手もいない状況で、

一方的に押しつけられたように感じる。私は元々ここの住民でないので、心安く話し合え

る人がいない。そういう面からも頼みに行くのは難儀する。現民生委員がもう降りたいと

言っているが、もし、引き受けていただける方がいない場合は、保留となるのか。 

小さい自治区は将来消滅すると思うが、その場合、他の自治区に吸収されるのか。 

《回答》【市長】 

民生委員の話は全国的な大きな問題になっており、制度自体が継続できるのかが大きな

課題となっている。民生委員は誰でもできるという訳でなく、自治会であれば適任の方を

推薦いただけると思いお願いさせていただいている。伊勢市内の民生委員の充足率は 95％

程であり、欠員となっている地域も多少はある。今後民生委員の仕事やそのサポート等に

ついて再考していきたいと考えているが、現状どうしてもお願いする方がいない等何かあ

れば、ご相談いただきたい。 

自治区の吸収の件は自治区でご判断いただくことになると考える。 

【小俣総合支所長】 

民生委員のことは定例会もありましたし、小俣地区民児協の会長ともまた打ち合わせを

します。 

【小俣地区民児協会長】 

民生委員のなり手がない地区は、隣の自治区の民生委員が担当していただけるよう自治

会長同士で話し合って決めている例もあるので、参考にしていただきたい。 

 

 

《質問・意見》 

高向小俣ラインは小俣町にとって何十年前からの懸案である。時間やお金がかかること

はよくわかっているが、小俣町として貴重なラインになると期待している。我々もできる

ことはやるので、市長もがんばっていただきたい。回答は要りません。 
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《質問・意見》 

市から高齢者名簿を提供していただいているが、本町や元町までの表示であるため地区

ごとの仕分けが大変である。昔のように字名を入れるか字で番号を入れる等してもらえな

いか。作業は大変であるが、一回入力すれば住民、民生委員、職員も楽になる。 

《回答》【市長】 

参考にさせていただきます。 

 

 

《質問・意見》 

観光客から「小俣で何か見るものないか」と聞かれる。小俣町であれば離宮院や桜の渡

しなど、二見町にも歴史的なよいところはたくさんある。例えば昔の「参宮街道最後の宿

場町小俣町」として JR を使った回遊的なものを考えるなど、神宮だけなく、小俣町や二見

町なども観光地として PR していただきたい。 

山田上口駅の駅舎が簡単なものに建て替えられたが、宮川駅の駅舎は歴史的遺産にもな

るので残してほしい。 

《回答》【市長】 

地域の魅力をどうやって作っていくのかが、重要と思っている。文化振興の体制を強化

し、地域の魅力を創出するための施策を考えているので、提案いただきたい。 

駅舎の件は気持ちをしっかり受け止めて話をしていく。 

 

 

《質問・意見》 

まちづくり協議会について、当初 23 の小学校区で協議会を立ち上げることとなったが、

小学校統合により小学校区が 15になった場合、協議会もその数に合わせて統合されるのか。 

川崎市の痛ましい事件について、市として何らかのシグナルを出すのか。 

《回答》【市長】 

まちづくり協議会については、それぞれの協議会で協議しながら、方向性について相談

いただければありがたい。 

川崎市の件については、昨日全ての小学校、中学校に見守りの体制を強化するよう連絡

をした。地域の自治会にも見守りのお手伝いをいただくよう連絡がいっていると思う。学

校と地域、保護者が少しずつ見守りに参加することで、子どもたちの安全確保につなげて

いきたい。 

 

 

《質問・意見》 

平成 29 年台風 21 号の影響で桧尻川の上流の水があふれ、ブロックが壊れ、土が流れて

しまった。現在改良工事がされているが、工事の仕方や内容が単純すぎるため、きちんと

直してほしい。 

《回答》【市長】 

現場を確認し、担当課から連絡する。 


